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この7年間、大東を愛する思い、市民の皆さまの笑顔を生み出したいと
いう思い、希望に満ちた輝く大東の未来を創り出したいという思い、さまざまな
思いを施政方針に乗せ、皆さまにお伝えしてきました。
　人口減少・少子高齢化など、先行きの不安定な社会情勢が続く中、2期目の最終
年として迎える平成31年度は、結実・集大成の年であると同時に、新しい時代・新
しいステージに向けて準備し、スタートする年でもあります。これまで積み上げ
てきた実績と自信をもとに、常に先を読み、高い志と力強い行動力を持って着実
に歩みを進めます。そして、明るい大東の未来に向けてさらに大きく羽ばたく
1年となるよう、できる限りの力を尽くし、市政における私の責務をしっかりと果
たしてまいります。

ＩＴ技術が目覚ましく進歩する一方で、人口構造は急速に減少・縮小期へ
と突入し、今や時代は予測不能なスピードで大きく変化しています。そのような
中で、成長・拡大期につくられた制度や従来手法を堅持した行政経営をしていて
は、衰退への道をたどることにもつながりかねません。私たちは、まだ見ぬ新し
い時代に向け、意識や考え方を変え、新たな手法を模索し、独自の価値を創造す
ることで、大東の未来を創り出すことが必要なのです。
　変化する時代に流されるのではなく、先を見据え、新しい時代に向かって挑戦
していく、そのような気概をもって市政運営のかじ取りを行ってまいります。
　そして、「あふれる笑顔　幸せのまち大東づくり」の理念を道しるべに、互い
に認め合い、高め合う、多様性を育む人権尊重のまちづくりを構築するとともに、
一人ひとりが幸せを実感できるまちづくりを推進するべく、引き続き全力で取
り組んでまいる所存です。
　この基本姿勢のもと、次に掲げる4つの柱を軸として、施策を展開して
まいります。

変化を恐れることなく、挑戦を続け、私たちのまち
“大東市”がどこよりも高く昇りつめるまで、私は喜んで前
に向かって走り続ける決意です。
　未来という大空は、限りなく広がっています。昨日より今
日、今日より明日へと、前に踏み出す一歩の積み重ねが、私
たちを高い場所へ導きます。今後もさらなる高みをめざ
し、一心不乱に行政運営に取り組んでまいります。
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公民連携の推進
●  北条まちづくり事業
は、市の役割として、
道路や公園などのイ
ンフラを整備すると
ともに、「大東公民
連携まちづくり事業
株式会社」が住宅棟
や商業棟の建設を行
い、来年春のまちび
らきに向けた整備を
進めます。

● 全国で初めて制定された「大東市公民連携に関する条例」に基
づき、民間と連携しやすい環境を整備し、公民連携のすそ野の
拡大を図ります。

新庁舎の整備
●  庁舎整備そのものを資源と捉え、将来に向かって継続的に発展
でき、まち全体の核となり続けられる庁舎の整備を進めます。

行政改革の推進
●  「大東市行政改革指針」に基づき、職員の意識改革と業務改善
を行い、生産性の向上を図ります。併せて、改善によって生ま
れるマンパワーを市民サービスに注力できる体制を整えます。

住民自治の推進
●  「全世代地域市民会議」の設立を促進することにより、「自分
たちの住むまちを、自分たちが住みやすいまちに、自分たち
で創る」市民主体のまちづくりを進めます。

　社会情勢が大きく変化する中、本市を取り巻く状況を打開し、発展し続けるために
は、自治体経営そのものを見直し、変革していくことが必要です。最先端の情報を基
に、新たな手法を考え、挑戦することで、自ら未来を切り開いていきます。

アクティブ・スクウェア・大東

●   深野北小学校跡地活用事業では、アクティ
ブ・スクウェア・大東により、トップアスリ
ートによるスポーツ教室や宿泊事業など、
引き続き地域活性化に向けた事業の展開
を図ります。

1行政経営の変革と創造

注目!

大相撲の稽古も
行われる土俵

バリアフリー対応の快適な客室

北条まちづくりプロジェクト イメージ画
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親と子の健康の増進
●  【新規】新生児の聴覚検査にかかる費用の助成を行い、早
期に発見し、適切な援助へとつなげます。

●  【新規】産後に受診する産婦健康診査にかかる費用を助成
し、心身ともに不安定となりやすい出産後間もない産婦
の早期ケアを行います。

子育て環境の充実
●  【新規】母子保健や子育て支援に特化したスマートフォン
アプリを構築し、効果的な情報発信を図ります。

●  【拡充】経済的不安を理由に、子どもを持つことを躊
ちゅうちょ

躇す
ることのないよう、第2子、第3子に対する子育てスマイ
ルサポート券の拡充を行います。

三世代家族の推進
●  「三世代家族推進事業」などに
より、三世代家族の形成を促
し、家族の絆や支え合いによる
安心の子育てを推進します。

魅力的なまちづくりの推進
●   【新規】これまでの施策の評価・検証を行うととも
に、「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を再構築し
ます。

●   【新規】各地域の特性や豊かな自然、歴史的風景を生
かし、本市ならではのまちを創り出すため、景観ガ
イドラインを策定します。

都市機能の向上
●   ＪＲ野崎駅の橋上化や駅前広場の整備、ＪＲ四条畷
駅周辺のアクセス道の敷設など、駅周辺の環境を整
えます。

●  リフォーム補助により、空き家の流通促進や空き
家・空き地状態が長期化する狭小地を減らすため、
引き続き隣接地取得補助を実施し、都市環境の整備
を図ります。

インバウンドへの積極的取り組み
●   ラグビーワールドカップや大阪・関西万博など、今
後開催が予定されているイベントなどを魅力発信
の好機と捉え、大東市の好立地を生かした情報発信
を行うことで、新たな人の流れやにぎわいを創出し
ます。

学校教育の充実
●  【新規】部活動指導員の配置を行い、教員がより一層、授
業に向けて注力できる環境を整えます。

●  【新規】学校施設の長寿命化計画を策定します。
●   小中一貫教育モデル校で得られた成果や効果の定着を図
るとともに、他校へのフィードバックを図ります。

　「子育てするなら、大都市よりも大東市。」のスローガ
ンのもと、子どもを安心して産み育てられる環境を整え、
子どもたちをまち全体で支え・育てるまちづくりを推進
します。
　併せて「まちづくりは人づくり、人づくりは教育から始
まる」の理念のもと、保護者からの信頼を得られる教育を
推進します。

2子どもの育成と支援

子育て世代包括支援センター
「ネウボランドだいとう」

●  妊娠から出産、子育てと、子どもの成長段
階に合わせて変化し、増加するさまざまな
悩みなどに対し、一元化した窓口で、切れ
目のない支援を行います。

注目!

注目!
夢をかなえる起業応援補助

●   【新規】創業者の増加を促し、産業振興や地域活性化を図
るため、「夢をかなえる起業応援補助事業」を実施します。

大東ビジネス創造センター「Ｄ-Ｂｉｚ」
●   大東ビジネス創造センタ
ー（D-Biz）により、創業者
と既存企業の交流や連携
を推進し、その取り組み
を広く発信することで、
市内産業活性化の好循環
を生み出します。
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3魅力の創出と活用
　市の持つ魅力をさらに発掘し、醸成するとともに、新
たな魅力を生み出し、大東市に住みたい・住み続けたいと
思っていただけるまちづくりを進めます。

歴史的資源の活用
●   昨年の発掘調査で大規模な石垣が発見され、国史跡指定をめざす飯
盛城跡について、その歴史的価値や魅力を、郷土愛の醸成や観光の
資源として市内外に発信します。

●  平野屋新田会所跡や御領水路、野崎観音など、先人たちが築き上げ、
残した礎の上に、新たな幸せのまちづくりを展開していきます。

御領水路平野屋新田会所 船着場跡

4 安全・安心の都市基盤整備と
　 まちづくり
　市民の皆さんの生命や財産を守るため、災害に対する想定の範囲を広げ、想定外を極限まで減らすこと
で、安全を強化します。併せて、住み慣れた地域で、いつまでも安心して暮らせるまちづくりを進めます。

暮らしの基盤整備の推進
●   【新規】東部地域の活性化に不可欠な道路環境
の向上に向け、地区間を結ぶ道路の整備を行い
ます。

●   障害のある人の高齢化や重度化、親亡き後など
を見据え、障害のある人を地域全体で支える地
域生活支援拠点の整備を行います。

●   高齢者支援を行う地域包括支援センターの体
制を強化し、認知症対策や介護予防事業の運営
など、地域ニーズに即したきめ細やかな支援を
行います。

●   地域で支え合う生活サポート事業を推進し、日
常生活の円滑化や高齢者の介護予防、地域活性
化などの相乗効果を生み出します。

問戦略企画室戦略企画グループ
☎870 ･ 0404

安全・安心な暮らしの確保
●   【新規】災害時など
において、大きな
情報源の一つとな
る防災無線につい
て、デジタル化に
向けた再整備を行
います。

●   【新規】がけ地崩壊などの災害が発生する可能
性の高い土地に住む市民に対し、住宅移転の補
助を行います。

●   家の耐震診断、設計、改修に対する補助と、耐
震性の不足する木造住宅の除去に対する補助
を行います。

●   災害による大きな被害が出た場合に、迅速に対
応できるよう、災害復旧費を予算計上します。

防災無線

南部地域コミュニティバス

●   【新規】市内3コースでのコミュニティバス
と、東部地域における乗り合いタクシーの
運行に加え、南部地域における公共交通を
開始します。

注目!

だいとう　平成31（2019）年4月号4

平成31年度 施政方針 「あふれる笑顔   幸せのまち大東づくり」 


